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論文審査の結果の要旨 
 
 本研究は，下顎遊離端義歯を支持するインプラント体の傾斜，アバットメントの高さ，角度がインプ
ラント体ならびに支台歯のひずみに及ぼす影響を明らかにすることを目的として模型実験により検討
を行い，さらに，臨床例において支台歯の歯周状態とインプラント体の埋入角度の検討を行った．その
結果，模型実験より，インプラント体は咬合平面に対して傾斜した時より，垂直に埋入した時にインプ
ラント体ならびに支台歯のひずみが小さくなり，アバットメントの高さは低いほど，また，その角度は
咬合平面に垂直に近くなるほどインプラント体ならびに支台歯のひずみが小さくなった．また，臨床例
においての検討より，インプラント体の埋入角度が小さくなるほど，支台歯のポケット深さの変化が小
さくなる傾向が認められた． 
以上のことからインプラント体はできるだけ咬合平面に対して垂直に埋入する事が望ましく，傾斜埋
入せざるを得ない場合には，高さの低いアバットメント体を使用する，もしくは，アバットメントの角
度を調整し，咬合平面に対して垂直に近づけることが有効であることが示唆された． 
 よって本論文は，博士（歯学）の学位を授与するに値する． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
